
 
 

2022.8． 

 

足軽辻番所サロン 芹橋生活  

 

 

彦根辻番所の会は、足軽善利組の本拠地であったここ芹橋地区で、いろいろな語り手から、歴史を聞き、 

文化を体験し、生活の移り変わりを語り合う場を、足軽辻番所サロン「芹橋生活」として開設しています。 
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【彦根辻番所の会】          ご興味のある方はお問い合わせください。 
                 
 

 

 

 

 

お知らせ・ テレビ放映 BS11   ２０２４． ４月９日(火）・午後８時～ 

中山秀征の「街道びより」 

※ 番組の中で「湖東焼、一志朗窯」「辻番所」が部分放映される予定です。 

 

  

 

 

2024.  4

開催日・会場回 語 り 手 テ ー マ

主  催  ： 彦根辻番所の会
共  催  ：  NPO  法人  彦根景観フォーラム
後  援  ：  彦根市  ・彦根商工会議所  ・（公社）彦根観光協会

連絡先・彦根辻番所の会（渡邊弘俊  TEL 0749-23-3073）

２０２４年度

４月１４日(日)

10:30～12:00

善利組足軽組屋敷

辻番所･旧磯島邸

(芹橋  2  丁目  5₋19)

※  資料代  100  円
※  定  員  40  名
※  駐車場  なし

※  駐輪場  あり

 江戸時代の
琵琶湖と彦根の人々

東  幸代  さん
滋賀県立大学
 地域文化学科 教授

現代の私たちにとって、琵琶湖とはどのよう
な存在でしょうか？ 
歴史的にみると、琵琶湖の価値は時代によっ
て、或は、人々の立場によって異なっていま
す。江戸時代の人々にとっての琵琶湖の価値
を考えてみたいと思います。


